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建榮工業材料股份有限公司との資本・業務提携について 

 

 当社は、平成 20 年 2 月 26 日開催の取締役会において、台湾のグラスファイバー織物製造・販売会社である

建榮工業材料股份有限公司（英文名：BAOTEK INDUSTRIAL MATERIALS LTD、以下「BAOTEK」）との業

務提携及び BAOTEK が発行する第三者割当増資の引受け（BAOTEK における株主総会の承認と台湾当局の

認可取得が前提条件となる）を決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 資本・業務提携の目的と内容 

当社は、従来よりグラスファイバー織物製品の高付加価値化を進めてまいりましたが、さらなるお客様の

需要増に応えるため、中長期的に安定した供給ができる体制の構築を検討しておりました。一方、

BAOTEK は、主力製品の汎用品化が進む中、より収益性の高い高付加価値製品への転換を模索してまい

りました。この当社の目指すグラスファイバー織物事業の拡大と、BAOTEK の高付加価値製品製造技術確

立の方向性が一致し、今回資本業務提携を行うことを決定するに至りました。 

当社は、高付加価値製品製造の技術ノウハウを BAOTEK に供与し、BAOTEK は、その製造技術により

高付加価値製品の製造体制の確立・効率化を図ります。そして、当社とBAOTEKは、両社の販売チャネル

を通して、高付加価値製品の拡販を致します。 

この資本・業務提携は、当社および BAOTEK にとって、グラスファイバー織物業界での基盤強化につな

がり、さらには市況に左右されやすい業界において業績の安定化に資するものと考えます。 

 

 

 



■ 資本提携の内容（BAOTEK の第三者割当増資による新株式の引受け） 

当社は、BAOTEK が実施する第三者割当増資を全額引受けます。 

(1) 引受株式数：  普通株式 29,000,000 株 

(2) 引受価額：  1 株につき 7.55 台湾ドル 

(3) 引受価額の総額：  218,950,000 台湾ドル 

(4) 払込期日(予定)：  平成 20 年 7 月末日 

(5) 異動前の所有株式数： なし 

(6) 異動後の所有株式数： 29,000,000 株 (持株比率 14.88％) 

 

２. BAOTEK の概要 
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（1） 商号 
建榮工業材料股份有限公司 

（英文名： BAOTEK INDUSTRIAL MATERIALS LTD） 

（2） 事業内容 Glass Fiber Woven Fabrics, PCB の製造・販売 

（3） 設立年月日 1992 年 8 月 12 日 

（4） 本店所在地 桃園縣楊梅鎮民豐路 277 號 

（5） 代表者 董事長  柯長崎 

（6） 資本金の額 1,658 百万台湾ドル 

（7） 発行済株式総数 普通株式   165,893,964 株 

（８） 事業年度の末日 12 月 31 日 

（９） 従業員の数 262 名（平成 19 年 12 月 31 日現在） 

（10）大株主および持株比率 

（注） 

金寶電子工業股份有限公司    14.72％ 

辛中衡                  1.68％ 

楊有盡                  1.57％ 

王正雄                  1.45％ 

王燦雄                  1.39％ 

（11）当社との関係 当社は BAOTEK にグラスファイバーを供給しております。 

       （注）持株比率は、2007 年 6 月 13 日現在のものです。 

 

３. 日程 

平成 20 年 2 月 26 日 新株引受けに関する契約書の締結 

平成 20 年 5 月 30 日(予定) BAOTEK の定時株主総会 

平成 20 年 7 月末日(予定) 払込期日 

 

４. 今後の見通し 

当社の今後の業績に与える影響につきましては、確定次第お知らせいたします。   

以 上 


